
硬膜移植後CJDにおける臨床症状の進行と移植部位、病理学的サブタイプ
との関連についての検討	


解　説	


 非プラーク型では、テント下領域への移植群にて脳幹小脳症状が有意に多く認められ、移
植硬膜からのPrPScの直接的な進展を反映していると考えた。一方、プラーク型では同様

の関連を認めなかった。 
 移植硬膜からのPrPScの直接的な進展では説明不可能な症状の出現・進行を示す場合が

あり、他の伝播経路についても解明が必要である。 
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